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「
空
間
」
と
「
共
生
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

教
育
科
学
研
究
会
編

『
現
代
社
会
と
教
育
』
第
一
巻
「
現
代
と
人
間
」

本
書
は
、
『
現
代
社
会
と
教
育
』
と
題
す
る

六
巻
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻
で
あ
る
。
三
部
に
分

か
れ
、
計
一
○
本
の
論
文
が
並
ん
で
い
る
。

第
１
部
地
球
化
社
会
と
人
間

１
地
球
と
人
類
 
大
田
堯

２
 
ア
ジ
ア
と
日
本
ｌ
共
生
の
た
め
の

社
会
・
文
化
・
教
育
を
考
え
る
佐
貫
浩

３
 
社
会
主
義
の
ゆ
く
え
Ｉ
過
去
と

未
来
と
の
対
話
 
小
森
田
秋
夫

第
Ⅱ
部
日
本
企
業
社
会
と
教
育

１
伝
統
と
革
新
 
山
住
正
巳

２
現
代
の
産
業
社
会
と
競
争
乾
彰
夫

３
 
「
労
働
と
教
育
」
の
射
程
 
三
上
和
夫

第
Ⅲ
部
子
ど
も
の
成
長
と
教
育
の
制
度

１
家
族
の
現
在
 
小
玉
重
夫

２
地
域
社
会
と
教
育
の
現
在
平
塚
真
樹

３
都
市
空
間
と
子
ど
も
ｌ
お
と
な
と
子
ど

も
の
た
め
の
生
活
空
間
の
設
計
室
崎
生
子

４
「
教
育
実
践
」
と
し
て
の
教
育
制
度

空
間
の
再
設
計
 
淀
川
雅
也

本
誌
編
集
部
か
ら
の
依
頼
は
、
「
辛
口
な
書

評
を
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論

文
の
要
旨
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
三
上
和
夫
が

要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
か
ら
、
屋
上
屋
を
か

け
る
こ
と
は
や
め
て
、
政
治
学
を
専
攻
す
る
門

外
漢
か
ら
の
、
全
体
的
印
象
批
評
に
徹
す
る
。

右
の
構
成
は
、
お
そ
ら
く
「
グ
ロ
ー
バ
ル
か

ら
ロ
ー
カ
ル
へ
」
あ
る
い
は
「
地
球
か
ら
学
校

へ
」
と
い
う
「
空
間
」
イ
メ
ー
ジ
で
た
て
ら
れ

た
も
の
だ
ろ
う
。
事
実
、
第
Ⅲ
部
の
室
崎
・
淀

川
論
文
に
限
定
し
な
く
と
も
、
地
球
・
ア
ジ
ア

と
日
本
、
都
市
と
農
村
、
東
京
と
沖
縄
、
企
業

社
会
・
地
域
社
会
・
家
族
と
学
校
な
ど
の
共
時

的
連
関
が
全
体
を
貫
き
、
か
つ
、
個
々
の
論
文

で
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。
山
住
論
文
に
は
「
魅

力
的
な
空
間
を
つ
く
り
広
げ
る
」
と
い
う
見
出

し
も
出
て
く
る
。
本
書
か
ら
受
け
た
評
者
の
第

一
印
象
は
、
「
空
間
」
の
教
育
学
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
こ
れ
も
強
引

に
読
み
込
め
ば
、
「
共
生
」
で
あ
ろ
う
。
表
題

で
は
佐
貫
論
文
の
み
が
か
か
げ
て
い
る
が
、
地

球
生
態
系
と
人
類
の
共
生
、
ア
ジ
ア
と
日
本
の

共
生
、
地
域
と
学
校
の
共
生
、
お
と
な
と
子
ど

も
の
共
生
と
い
う
具
合
に
、
二
項
対
立
の
ど
ち

ら
の
極
に
も
解
消
し
な
い
か
た
ち
で
、
論
じ
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
端
的
な
現
わ
れ
が
、
三
上

論
文
の
「
労
働
と
教
育
」
と
い
う
主
題
設
定
で

あ
る
。
三
上
は
そ
こ
で
、
「
労
働
の
教
育
」
で

も
「
教
育
の
労
働
」
で
も
な
い
「
労
働
と
教

育
」
と
い
う
問
題
設
定
で
、
「
教
育
制
度
が
社

会
の
必
要
に
お
い
て
発
生
し
な
が
ら
な
お
社
会

に
還
元
さ
れ
な
い
一
定
の
固
有
の
ま
と
ま
り
を

も
つ
こ
と
」
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、

一
次
方
程
式
で
は
解
け
な
い
も
の
と
し
て
、
社

会
の
多
次
元
解
析
の
な
か
に
「
教
育
」
を
投
げ

込
み
、
現
実
を
切
り
取
り
、
同
時
に
「
接
合
」

評
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「
つ
な
ぎ
」
「
棲
み
分
け
」
の
論
理
で
、
「
共

生
」
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
還
元
主
義
に
反
対
す
る
「
ネ
オ
・
マ

ル
ク
ス
主
義
」
な
い
し
「
ポ
ス
ト
・
マ
ル
ク
ス

主
義
」
の
方
法
を
提
唱
し
て
き
た
評
者
か
ら
す

れ
ば
、
無
論
、
こ
う
し
た
思
考
の
試
行
は
、
大

歓
迎
で
あ
る
。

評
者
が
強
引
に
抽
出
し
た
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
く
っ
つ
け
る
と
、
「
空
間
的
共
生
」
が
本

書
の
主
張
と
受
け
取
れ
る
。
し
か
し
、
著
者
た

ち
に
な
ら
っ
て
、
こ
こ
で
も
や
は
り
「
と
」
の

論
理
で
テ
キ
ス
ト
と
対
話
し
て
み
よ
う
。
実
は

「
共
生
」
は
、
い
ま
や
経
団
連
や
官
庁
文
書
も

好
ん
で
使
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
が
、
一
言
う
は
易

一
く
行
な
う
は
難
し
」
で
あ
る
。
論
理
的
に
つ
な

一
ぐ
さ
い
に
も
、
「
接
合
」
「
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
」

「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
」
「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
シ
ス
」
の
応

用
な
ど
、
か
な
り
の
工
夫
を
要
す
る
。

た
と
え
ば
巻
頭
の
大
田
論
文
は
、
中
国
で
の

「
経
済
成
長
の
た
め
の
農
村
教
育
の
推
進
」
を

目
の
当
た
り
に
し
た
経
験
か
ら
、
「
農
村
工
業

を
環
境
保
護
と
調
和
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
の

に
は
ど
う
す
る
か
」
を
問
い
か
け
、
中
国
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
が
こ
の
一
○
年
で
六
五
％
増
、

世
界
全
体
の
二
％
に
達
し
た
こ
と
を
危
倶
し

な
が
ら
、
「
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
中
国
農
民
一

人
あ
た
り
の
年
間
収
入
五
千
円
内
外
で
、
工
業

化
そ
の
他
に
よ
る
経
済
成
長
が
望
ま
し
く
な
い

と
言
え
る
わ
け
が
な
い
」
ジ
レ
ン
マ
を
告
白
し

て
い
る
。
む
し
ろ
「
『
豊
か
な
国
』
の
人
々
の

『
内
面
汚
染
』
」
「
マ
ネ
ー
と
効
率
と
浪
費
」
に

「
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
新
し
い
人
と
自

然
、
人
と
人
、
大
人
と
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り

合
い
の
シ
ス
テ
ム
」
を
対
置
す
る
。
佐
貫
論
文

も
、
大
学
生
協
連
の
調
査
で
三
人
に
一
人
の
学

生
が
自
由
に
使
え
る
ク
ル
マ
を
も
ち
自
動
車
維

持
費
が
本
代
よ
り
多
い
と
報
告
し
な
が
ら
も
、

「
ク
ル
マ
廃
絶
」
と
は
い
わ
な
い
。
そ
れ
は
、

小
森
田
論
文
が
、
「
社
会
主
義
」
を
「
市
場
対

計
画
」
と
い
う
二
項
対
立
か
ら
ず
ら
し
て
「
公

共
的
な
性
格
を
も
つ
事
項
の
公
共
的
な
制
御
」

へ
、
「
分
業
の
克
服
」
を
「
専
門
性
の
否
定
」

で
は
な
く
「
役
割
区
分
の
適
切
な
設
定
」
と

「
生
産
の
場
」
だ
け
で
な
く
政
治
や
家
族
の
役

割
分
業
の
レ
ベ
ル
で
論
じ
、
乾
論
文
が
、
競
争

一
般
の
否
定
で
は
な
く
、
日
本
的
「
過
剰
競

争
」
二
 
元
的
構
造
」
を
英
独
型
「
多
元
的
競

争
構
造
」
へ
と
組
み
替
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
と
、
相
補
的
で
あ
る
。
評
者
は
、
こ
う
い
う

発
想
を
否
定
し
な
い
。
実
践
的
に
は
む
し
ろ
歓

迎
し
て
、
最
近
の
論
文
で
は
、
過
程
と
し
て
の

「
ホ
メ
殺
し
社
会
主
義
」
を
提
唱
し
て
い
る

（
加
藤
他
『
社
会
主
義
像
の
展
相
』
世
界
書
院
）
。

だ
が
、
空
間
軸
で
の
「
共
生
」
は
、
時
間
軸

に
お
き
か
え
れ
ば
ど
う
な
る
か
を
、
改
め
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
要
す
る

に
、
歴
史
性
・
通
時
的
連
関
を
本
書
に
加
味
す

る
と
ど
う
な
る
か
が
評
者
に
は
気
が
か
り
な
点

で
あ
っ
た
。
時
間
軸
の
問
題
は
、
こ
の
講
座
で

は
、
第
二
巻
の
「
子
ど
も
と
お
と
な
」
や
第
六

巻
「
二
一
世
紀
の
人
間
と
教
育
」
の
課
題
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
第
六
巻
を
の
ぞ
く
と
、

「
希
望
と
し
て
の
教
育
」
「
あ
そ
び
．
余
暇
．
ま

な
び
」
「
人
間
的
自
我
の
将
来
」
「
世
代
間
の
対

話
と
共
生
」
な
ど
、
評
者
の
理
解
す
る
意
味
で

の
「
時
間
」
の
教
育
学
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
第
一
巻
で
も
、
「
共
生
の
空

間
」
を
構
想
す
る
う
え
で
の
「
時
間
」
と
歴
史

の
問
題
は
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
論
点
と
し
て
通

底
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
つ
ま
り
、
自
然

と
人
間
、
地
球
・
ア
ジ
ア
と
日
本
、
教
育
と
労

働
、
地
域
と
学
校
な
ど
の
「
共
生
」
を
空
間
的

に
イ
メ
ー
ジ
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
ど
ち
ら

を
ど
の
よ
う
な
時
間
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
で

位
置
づ
け
る
か
で
、
接
合
の
論
理
も
共
生
の
あ
-
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り
様
も
、
変
わ
っ
て
く
る
。
空
間
的
「
棲
み
分

け
」
で
は
済
ま
な
い
圏
域
も
出
て
く
る
。

こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
自
然
と
人
間
の

共
生
を
扱
っ
た
大
田
論
文
、
家
族
と
学
校
を
論

じ
た
小
玉
論
文
で
あ
る
。
大
田
論
文
は
、
地
球

環
境
問
題
と
「
世
代
的
不
平
等
」
を
扱
う
な
か

で
、
中
国
民
衆
に
そ
れ
を
お
し
つ
け
る
こ
と
は

た
め
ら
い
な
が
ら
も
、
「
自
然
の
征
服
者
、
地

球
を
支
配
す
る
主
人
公
と
言
っ
た
私
た
ち
の
理

性
的
存
在
と
し
て
の
お
ご
り
」
を
明
確
に
拒
否

し
、
ル
ソ
ー
と
は
や
や
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
で

「
自
然
に
帰
れ
」
と
提
唱
す
る
。
小
玉
論
文
は
、

学
校
と
家
族
は
「
子
ど
も
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
同

時
に
一
対
で
近
代
に
誕
生
す
る
こ
と
を
確
認
し

つ
つ
、
学
校
Ⅱ
公
、
家
族
Ⅱ
私
と
い
う
公
私
区

分
の
歴
史
性
を
あ
げ
、
「
社
会
的
な
る
も
の
」

を
媒
介
に
、
家
族
の
問
題
を
公
共
的
に
意
味
づ

け
て
い
く
コ
ー
ス
を
提
示
す
る
（
小
玉
は
必
ず

し
も
明
示
的
に
語
っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
は

学
校
の
教
育
機
能
の
一
部
の
「
再
私
化
」
「
脱

制
度
化
」
を
伴
う
だ
ろ
う
）
。
つ
ま
り
、
か
っ

て
の
「
全
面
的
に
発
達
し
た
諸
個
人
」
や
「
総

合
技
術
教
育
」
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
対
極
に

あ
る
発
想
で
の
問
題
の
と
ら
え
返
し
を
、
示
唆

し
て
い
る
。

「
空
間
」
の
共
生
原
理
を
問
う
の
な
ら
、
た
と
え

ば
エ
ス
’一
シ
テ
ィ
や
ゴ
ミ
廃
棄
物
問
題
と
関
連

し
て
社
会
学
者
が
開
拓
し
た
「
受
益
圏
Ｖ
Ｓ
受

苦
圏
」
、
評
者
や
平
田
清
明
の
提
唱
す
る
「
空

間
主
権
」
な
ど
の
発
想
も
、
参
考
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
う
す
れ
ば
、
平
塚
論
文
の
扱
う
「
地
域

と
教
育
の
関
係
の
ゆ
ら
ぎ
」
、
室
崎
論
文
の

「
共
用
空
間
」
、
淀
川
論
文
の
「
生
活
圏
Ｉ
学

区
」
な
ど
も
、
異
な
る
様
相
で
見
え
て
く
る
だ
ろ

う
。
大
田
の
「
内
面
汚
染
」
の
発
想
を
徹
底
し
、

人
間
の
心
身
に
も
「
自
然
に
帰
れ
」
を
お
よ
ぼ

す
な
ら
、
評
者
が
最
近
提
唱
し
て
い
る
「
エ
コ

ロ
ジ
ー
（
生
態
学
）
」
の
身
体
化
Ⅱ
「
エ
ル
ゴ

ロ
ジ
ー
（
働
態
学
）
」
に
行
き
着
く
（
平
田
・

加
藤
他
『
現
代
市
民
社
会
と
企
業
国
家
』
お
茶

の
水
書
房
、
加
藤
「
過
労
死
と
過
労
児
の
エ
ル

ゴ
ロ
ジ
ー
」
『
叢
書
〈
産
む
。
育
て
る
．
教
え

る
〉
』
第
四
巻
、
藤
原
書
店
）
。

こ
の
点
で
、
時
間
軸
を
も
含
め
て
考
え
る
と
、

「
戦
後
民
主
教
育
」
を
担
っ
て
き
た
大
田
が

「
自
然
に
帰
れ
」
を
提
唱
し
、
山
住
が
「
自
然

Ⅱ
無
意
識
の
空
間
・
時
間
」
「
生
き
る
に
は
旗

要
ら
ず
」
の
境
地
に
達
し
て
い
る
の
に
、
そ
の

な
か
で
育
っ
た
中
堅
・
若
手
研
究
者
Ｉ
本
書
の

中
心
的
書
き
手
の
立
脚
点
が
、
必
ず
し
も
明
蜥

で
な
い
の
が
気
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
大
田
も

佐
貫
も
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
」
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
周
知
の
よ

う
に
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
九
二
年
ブ
ラ
ジ
ル

環
境
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
鋭
い
内
的
緊
張
を
は
ら

ん
だ
。
北
と
南
の
政
府
間
の
み
な
ら
ず
、
各
国

政
府
代
表
団
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
で
、
理
解

の
違
い
が
あ
っ
た
。
評
者
は
、
そ
こ
で
は
安
易

に
「
共
生
」
さ
せ
る
の
で
な
く
、
大
田
の
「
自

然
に
帰
れ
」
、
世
界
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
合
意
し
た
「
民

衆
の
地
球
宣
言
」
の
方
に
く
み
す
る
。
要
す
る

に
、
猿
が
人
間
に
な
る
に
あ
た
っ
て
の
労
働
の

役
割
の
絶
対
性
や
、
溢
れ
る
ば
か
り
の
物
質
的

富
の
も
と
で
の
彼
岸
的
自
由
の
躯
歌
と
と
も
に
、

「
全
面
的
に
発
達
し
た
諸
個
人
」
や
「
総
合
的

技
術
教
育
」
の
理
念
も
終
焉
し
た
こ
と
を
、
ど

こ
ま
で
深
く
内
省
す
る
か
が
、
問
わ
れ
て
い
る
。

平
塚
論
文
が
触
れ
る
「
生
産
労
働
の
相
対
化
」

「
相
互
承
認
的
関
係
」
を
、
つ
き
つ
め
て
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近
代
的
自
然
観
・
自
我
観

に
た
い
す
る
、
各
論
者
の
世
代
的
ス
タ
ン
ス
の

相
違
が
、
や
や
気
に
な
る
一
冊
で
あ
っ
た
。

（
三
七
八
頁
・
二
八
○
○
円
、
大
月
書
店
）

（
加
藤
哲
郎
Ｉ
か
と
う
 
て
つ
ろ
う
、
一
橋
大
学
．

政
治
学
）
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